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In dynamic wireless power transfer (DWPT), leakage magnetic fields generated by the transmitter and receiver coils 

during high-power transfer can cause electromagnetic interference. This paper investigates a leakage magnetic field 

reduction method that utilizes adjacent transmitter coils, which are not used for power transfer, as cancellation coils. 

Both single-sided and dual-sided cancellation methods are considered. In a system using Double-LCC compensation 

circuits, the leakage magnetic field reduction effect is evaluated by varying the amplitude ratio and phase of the voltage 

applied to the cancellation coils. In the simulation, the peak leakage magnetic field over all azimuthal directions was 

evaluated. The dual-sided cancellation method reduced the leakage magnetic field by 14.2–28.3 dB compared with 

the case without cancellation, and the maximum leakage magnetic field was 68.30 dBμA/m, which was below the 

reference value of 68.4 dBμA/m. In addition, a one-third-scale experiment was conducted with a vehicle mock-up. 

The converted full-scale 25 kW equivalent results showed that, under appropriate conditions, the dual-sided 

cancellation method reduced the leakage magnetic field by more than 10 dB and kept it below 68.4 dBμA/m at the 

representative measurement directions. These results demonstrate that the proposed method is effective for reducing 

leakage magnetic fields in a practical coil configuration. 
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1. 序論 

電気自動車（EV）の普及に伴い、充電の利便性向上やバ

ッテリ容量の削減を目的として、走行中ワイヤレス給電

（DWPT）が注目されている。DWPT では、道路側に設置さ

れた送電コイルから車両側の受電コイルへ非接触で電力を

伝送するため、停車中の充電時間を削減できる。一方で、

大電力伝送時には送受電コイルから漏洩磁界が発生し、人

体ばく露や周辺機器への電磁妨害（EMI）の観点から低減

が必要となる。特に、遠方における漏洩磁界は電波法(1)な

どの規制値との関係で重要であり、DWPT の社会実装に向

けた課題の一つである。 

漏洩磁界の低減手法としては、磁界低減用コイル（キャ

ンセルコイル）を用いて漏洩磁界を相殺するアクティブ遮

蔽(2)~(6)と磁性体や導電体を用いるパッシブ遮蔽(7)(8)などが

検討されている。しかし、追加部材による重量増加や損失

の増加、専用コイルの設置が課題となる場合がある。これ

に対し、DWPT では複数の送電コイルが道路側に連続して

配置されるため、給電に用いていない隣接送電コイルをキ

ャンセルコイルとして利用できる(4)。この方法では、既存

の送電コイルを活用できるため、追加コイルを用いずに漏

洩磁界を低減できる可能性がある。 

本研究では、隣接送電コイルをキャンセルコイルとして

用いる漏洩磁界低減手法について、片側キャンセル方式お

よび両側キャンセル方式を比較する。Double-LCC 補償回路

を用いた構成において、シミュレーションではキャンセル

電圧の振幅比および位相を変化させ、漏洩磁界低減に適し

た条件を検討する。また、方位角 0～360°における漏洩磁

界を評価し、特定方向だけでなく全方位でのピーク値低減

を確認する。さらに、1/3スケール実験ではキャンセル電圧

の振幅比および位相を変化させ、実測によりシミュレーシ

ョンを基に選定した測定方位において漏洩磁界低減効果を

検証する。 



 

  

 

2. 理論 

〈2･1〉 DWPT システム  Fig. 1 に、本論文で想定する

DWPT システムを示す。道路側に配置した複数の送電コイ

ルに対し、受電コイルを搭載した EV が上方を通過する

際、車両直下の送電コイルから電力を伝送する。同時に、

その送電コイルに隣接するコイルを漏洩磁界低減のための

キャンセルコイルとして起動し、EV の移動に伴って送電

コイルとキャンセルコイルの役割が逐次切り替わる。ま

た、キャンセルコイルを含む回路の入力電圧を、本論文で

はキャンセル電圧と呼ぶ。 

〈2･2〉Double-LCC回路における磁界の式  Fig. 2 に隣

接コイルも含めた Double-LCC 回路を示す。コイルの内部

抵抗を考慮しない場合のコイルを流れる電流の式を式(1)に

示す。ただし、送電回路、受電回路、キャンセル回路 1, 2

をそれぞれ𝑚 = 𝑇𝑥, 𝑅𝑥, 𝐶𝑎𝑛1, 𝐶𝑎𝑛2で表し、対応するコイル

をそれぞれ𝑖 = 𝑇, 𝑅, 𝐶1, 𝐶2とする。また、補償インダクタン

スおよびコイル面積は、送電回路およびキャンセル回路

1，2 で共通であるため、路面側と車載側を表す添字として

そ れ ぞ れ 𝑙 = 𝐺, 𝑉 を 用 い る 。 す な わ ち 、 (𝑚, 𝑖, 𝑙) =

(𝑇𝑥, 𝑇, 𝐺), (𝑅𝑥, 𝑅, 𝑉), (𝐶𝑎𝑛1, 𝐶1, 𝐺), (𝐶𝑎𝑛2, 𝐶2, 𝐺)の組み合わ

せを用いる。 

𝐼𝑖 = −𝑗
1

𝜔0𝐿0𝑙
𝛼𝑚𝑉𝑒

𝑗𝜃𝑚   .............................................. (１)  

ここで、𝛼𝑚は送電電圧を基準としたときの、各電圧振幅

の比率、𝜃𝑚は同基準における各電圧の位相である。 

コイルと測定位置の位置関係を示した図を Fig. 3 に示

す。磁界計算には先行研究(9)にて示されている、ベクトル

ポテンシャルにより算出する方法を使用した。ここで、送

電コイルと受電コイルの合計面積をそれぞれ𝑆𝐺 , 𝑆𝑉、送電コ

イル同士の中心間距離を𝑠とする。式(2)に各コイルから発

生する磁界の近似式を、式(3)にそれらの合成磁界の式を示

す。 
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Double-LCC 回路では、式(1)に示すように各コイル電流

が結合係数によらない。したがって、式(2)で表される磁界

も電流と同様に結合係数によらずに評価できる。その結

果、各コイルの寄与を分離して計算しやすく、キャンセル

電圧の最適な振幅および位相を導出しやすい。 

3. シミュレーション 

〈3･1〉解析条件  隣接コイル Can1 および Can2 の両方

を使用する場合を「両側キャンセル」、Can2 のみを使用す

る場合を「片側キャンセル」と呼ぶ。本章では理論計算に

より、送電コイルの入力電圧を基準としたときのキャンセ

ル電圧振幅の比率 𝛼𝐶𝑎𝑛 = 𝛼𝐶𝑎𝑛1 = 𝛼𝐶𝑎𝑛2 と位相 𝜃𝐶𝑎𝑛 =

𝜃𝐶𝑎𝑛1 = 𝜃𝐶𝑎𝑛2を２変数とし、漏洩磁界が低減される条件を

探索した。両側キャンセルと片側キャンセルの双方につい

て最適値を求め、得られた条件を用いて電磁界解析により

妥当性を確認した。さらに、電波法に基づく規制値（68.4 

dBμA/m）との比較を行った。片側キャンセル時には Fig. 3

において𝜙 = 180  deg 方向の隣接コイル（Can2）をキャン

セルコイルとして使用した。 

本論文では、電磁界解析ソフト「FEKO」を使用した

MoM 法での電磁界解析を行った。Fig. 4 に解析モデルを示

す。コイルの共振周波数は動作周波数同様に 85 kHz とし、

出力電力は 25kW で固定した。以降、出力電力は受電側負

荷に供給される有効電力を指すものとする。また、エアギ

ャップは 25cm、送電コイル中心間距離𝑠はコイルの敷設率

が 0.5 となるように送電コイルの長辺の 2 倍である 2.6 m と

した。磁界の測定位置は Fig. 3 に示した送電コイルの中心

を原点とする座標系において𝜌 = √𝑥2 + 𝑦2 = 11.9 m, 𝑧 =

Fig. 1. DWPT system under consideration 

Fig. 2. Double-LCC Circuit 

Fig. 3 Positional relationship between coil and measurement position 
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1 mとした。11.9 m とは、SAE 規格(10)において受電コイル

中心から半径 1.9 m の範囲は電源等を設置する WPT 

Measurement Boundary としており、そこから漏洩磁界にお

いて遠方とされる 10 m 先を解析点としたためである。 

〈3･2〉漏洩磁界の評価方法  各条件における漏洩磁界

は、式(1)により算出した各コイル電流を式(2)および式(3)

に代入することで求めた。評価点は送電コイル中心から半

径方向に離れた位置に設定し、方位角 (𝜙 ) を 0～360°まで

変化させた。各方位における漏洩磁界を算出し、その最大

値を評価指標とした。すなわち、本解析では特定方向の漏

洩磁界ではなく、送電コイル周囲の全方位における最大漏

洩磁界を最小化するようにキャンセル電圧条件を決定し

た。 

キャンセル電圧の探索では、𝛼𝐶𝑎𝑛および𝜃𝐶𝑎𝑛を変化さ

せ、各条件における最大漏洩磁界を比較した。評価指標は

次式で表される。 

𝐻𝑚𝑎𝑥 = max𝜙|𝐻(𝜌,𝜙, 𝑧)|  ........................................ (４) 

ここで、𝐻𝑚𝑎𝑥は全方位における最大漏洩磁界である。本

研究では、この値が最小となる𝛼𝐶𝑎𝑛および𝜃𝐶𝑎𝑛を最適条件

として選定した。 

〈3･3〉漏洩磁界低減効果  Fig. 5に、キャンセルなし、

片側キャンセル方式、および両側キャンセル方式における

漏洩磁界の解析結果を示す。キャンセルなしの場合、漏洩

磁界は方位角に対してほぼ一定値を示した。一方、キャン

セルコイルを用いる場合、送電コイルおよび受電コイルに

より発生する磁界と、キャンセルコイルにより発生する磁

界の重ね合わせにより、漏洩磁界の低減効果は方位によっ

て異なる。 

片側キャンセル方式では、片側の隣接送電コイルのみを

キャンセルコイルとして用いるため、一部の方位では漏洩

磁界を大きく低減できた。しかし、低減量が小さい方位も

存在し、全方位で評価した場合には規制値を超える方位が

残った。シミュレーションの結果、片側キャンセル方式で

はキャンセルなしの場合と比較して 4.5～24.4 dB の低減が

得られた。 

両側キャンセル方式では、送電コイルの両側に配置され

た隣接送電コイルをキャンセルコイルとして用いた。その

結果、片側キャンセル方式と比較して全方位における最大

漏洩磁界を低減できた。シミュレーションの結果、両側キ

ャンセル方式ではキャンセルなしの場合と比較して 14.2～

28.3 dB の低減が得られ、最大漏洩磁界は 68.30 dBµA/m と

なった。これは比較基準である 68.4 dBµA/m を下回る値で

ある。以上より、両側キャンセル方式は、片側キャンセル

方式で課題となる最大漏洩磁界の低減に有効であることを

確認した。また、最適なキャンセル電圧条件においても、

出力電力は目標値である約 25 kW を維持し、効率にも大き

な変化は生じなかった。 

〈3･4〉実験における測定方位の選定  実験における測

定方位を決定するため、全方位シミュレーションにより漏

洩磁界が最大となる方位を確認した。Fig. 6 に、両側キャン

セル方式におけるキャンセル電圧の振幅比および位相差を

変化させた場合の漏洩磁界が最大となる方位を示す。漏洩

磁界が大きくなる方位は主に進行方向である𝜙 = 0°/180°

または車幅方向である𝜙 = 90°/270°に現れた。したがっ

て、実験では対称性を考慮し、代表測定方位として𝜙 =

90°および𝜙 = 180°の 2 方向を選定した。次章では、これら

の測定方位において車体模擬を用いた 1/3 スケール実験を

行い、片側キャンセル方式および両側キャンセル方式の漏

洩磁界低減効果を検証する。 

4. 実験方法 

〈4･1〉車体模擬を用いた 1/3 スケール実験装置  Fig. 7

に、車体模擬を含む 1/3 スケール実験装置を示す。本実験

では、中央の送電コイルを電力伝送用コイルとして使用

し、その両側に配置された隣接送電コイルをキャンセルコ

イルとして使用した。受電側には受電コイルを配置し、車

体模擬としてフェライト、アルミシールドおよび鋼板を配

置した。アルミシールドは 500 mm×500 mm×2 mm、鋼板

は 1467 mm×565 mm×2.3 mm の物を用意した。 Table1 に

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                       

  
  
  
  
 
  
  
   
  
  
  
  
  
  

  
  

    

                                                
                                                                

Fig. 5. Comparison of omnidirectional leakage magnetic field 

using the optimal cancellation voltage. 

Fig. 6. The measurement position in which the leakage 

magnetic field is strongest. 

Fig. 4. Analytical model 

Can2 Can1 



 

  

送受電コイルについてのパラメータを示す。ここで、送電

側と受電側の補償インダクタンスはそれぞれ送電コイルと

受電コイルのインダクタンスの 1/4 となるように設計をし

た。また、共振キャパシタの値は共振周波数 85 kHz におけ

る共振条件を満たすように設計した。使用回路は Double-

LCC 回路とし、負荷には電子負荷を CV モードで接続し

た。 

漏洩磁界の測定位置は、シミュレーションと同様に送電

コイル中心から半径 11.9 m の位置とした。測定方位は、全

方位シミュレーションにおいて漏洩磁界が大きくなる方位

として選定した𝜙 = 90°および𝜙 = 180°の 2 方向とした。本

実験では、1/3スケール実験で得られた漏洩磁界を実スケー

ルかつ受電電力 25 kW 相当値へ換算し、規制値 68.4 

dBµA/m と比較した。 

〈4･2〉キャンセル電圧条件の設定  実験では、まず車

体模擬を設置しない空芯条件における漏洩磁界を測定し

た。次に、車体模擬を設置した状態で、送電側への入力お

よび電子負荷の CV 設定値を、実験回路の交流電圧が 30 V

となるように固定した。 

キャンセル電圧の条件は、送電電圧を基準としたキャン

セル電圧の振幅比𝛼𝐶𝑎𝑛および位相差𝜃𝐶𝑎𝑛により設定した。

まず、キャンセル電圧の位相条件を決定するため、𝜙 =

90°の測定位置において、キャンセルコイル Can1 および

Can2への入力電圧を 3 Vに固定し、送電電圧を基準とした

キャンセル電圧位相差𝜃𝐶𝑎𝑛を変化させた。得られた漏洩磁

界の変化から、漏洩磁界が最小となる位相条件を決定し

た。 

次に、決定した位相条件に固定した状態で、キャンセル

電圧の振幅比𝛼𝐶𝑎𝑛を変化させ、𝜙 = 90°における漏洩磁界

を測定した。その後、測定位置を𝜙 = 180°  に変更し、同

じ位相条件で𝛼𝐶𝑎𝑛を変化させた場合の漏洩磁界を測定し

た。両側キャンセル方式では Can1 および Can2 の両方にキ

ャンセル電圧を印加した。 

両側キャンセル方式におけるキャンセル電圧振幅比は、

次式で定義した。 

𝜶𝑪𝒂𝒏 = |𝑽𝑪𝒂𝒏𝟏̇ | |𝑽𝑻𝒙̇ |⁄ = |𝑽𝑪𝒂𝒏𝟐̇ | |𝑽𝑻𝒙̇ |⁄  .................... (５) 

ここで、𝑽𝑻𝒙̇ は送電コイルを含む回路の入力電圧、𝑽𝑪𝒂𝒏𝟏̇

および𝑽𝑪𝒂𝒏𝟐̇ はそれぞれキャンセルコイル Can1 および Can2

を含む回路の入力電圧である。 

一方で、片側キャンセル方式では、キャンセルコイルが

片側のみに配置されるため、送電コイルを中心とした漏洩

磁界分布は𝜙 = 0°方向と𝜙 = 180°方向で対称にならない。

そのため、本来は𝜙 = 0°および𝜙 = 180°の両方で漏洩磁界

を評価する必要がある。本実験では、送電コイルを中心と

して Can1 と Can2 が対称に配置されていることを利用し、

測定位置を𝜙 = 180°に固定した状態で、使用するキャンセ

ルコイルを Can1 と Can2 で切り替えた。これにより、片側

キャンセル方式における𝜙 = 0°および𝜙 = 180°の測定条件

を等価的に取得した。 

〈4･3〉実スケール 25 kW 相当値への換算  本実験は 1/3

スケールで実施しているため、得られた測定値をそのまま

実スケールにおける規制値と比較することはできない。そ

こで、測定された漏洩磁界を、コイル面積比、電圧比𝛼𝑉お

よび補償インダクタンス比𝛼𝐿0,𝑒𝑞を用いて、実スケール 25 

kW 相当値へ換算した。 

1/3 スケール実験における測定値を𝐻𝑒𝑥𝑝、実スケール 25 

kW 相当値を𝐻𝑒𝑞とすると、換算式は次式で表される。 

𝐻𝑒𝑞 = 𝐻𝑒𝑥𝑝𝛼𝑆𝛼𝑉𝛼𝐿0,𝑒𝑞 ............................................... (６) 

ここで、𝛼𝑆はコイル面積比、𝛼𝑉は電圧比、𝛼𝐿0,𝑒𝑞は合成

磁界に対して等価的に定めた補償インダクタンス比であ

る。 

本実験では、実験装置が 1/3 スケールであるため、コイ

ル面積比を𝛼𝑆 = 9とした。電圧比𝛼𝑉は、実験時に印加した

電圧実効値に対する、実スケールにおいて受電電力が 25 

kW となる印加電圧実効値の比として定義した。 

補償インダクタンス比については、送電側・キャンセル

側および受電側で換算比が一様ではない。そのため、単一

の補償インダクタンス比を全てのコイルに対して一律に適

用するのではなく、各コイルが測定点の合成磁界に与える

寄与を考慮し、合成磁界に対して等価的に作用する補償イ

ンダクタンス比𝛼𝐿0,𝑒𝑞を用いた。以上の換算により、1/3 ス

ケール実測値から実スケール 25 kW 相当の漏洩磁界を算出

した。 

5. 実験結果および考察 

〈5･1〉1/3 スケール実測値  Fig. 8 に、キャンセル電圧

の位相差𝜃𝐶𝑎𝑛を変化させた場合の 1/3 スケールでの漏洩磁

界の実測値を示す。比較のため、同条件における FEKO 解

Fig. 7. 1/3-scale experimental apparatus 

 

Table 1. 送受電コイル. 

送電コイル 
サイズ 430 mm×200 mm, 7 巻き 

24.0 µH 

受電コイル 
サイズ 270 mm×200 mm, 7 巻き 

25.0 µH 

エアギャップ 60 mm 

送電コイル中心間距離 2600 mm 

 



 

  

析値も併せて示す。 

 Fig. 8 より、キャンセル電圧位相を変化させることで漏

洩磁界が大きく変化することが確認できる。これは、送電

コイルおよび受電コイルから発生する磁界に対して、キャ

ンセルコイルから発生する磁界が重畳され、両者の位相関

係によって合成磁界の大きさが変化するためである。 

本実験では、適切な位相条件において漏洩磁界が最小と

なった。一方で、位相条件が適切でない場合には、キャン

セルコイルから発生する磁界が漏洩磁界を打ち消す方向で

はなく、強める方向に作用し、漏洩磁界が増加する場合が

あった。したがって、漏洩磁界低減にはキャンセル電圧の

振幅だけでなく、位相の設定が重要であることが確認され

た。以降のキャンセル電圧振幅比を変化させる実験では、

Fig. 8 において漏洩磁界が最小となった位相条件𝜃𝐶𝑎𝑛 =

155°に固定した。 

Fig. 9 に、𝜃𝐶𝑎𝑛 = 155°に固定し、キャンセル電圧振幅比 

𝛼𝐶𝑎𝑛を変化させた場合の 1/3 スケール実測値を示す。両側

キャンセル方式については比較のため、同条件における

FEKO 解析値も併せて示す。 

両側キャンセル方式では、𝛼𝐶𝑎𝑛の変化に伴い、𝜙 = 90°

および𝜙 = 180°の漏洩磁界が変化した。実測値と解析値を

比較すると、漏洩磁界の絶対値には差が見られたが、キャ

ンセル電圧振幅比の変化に対する漏洩磁界の変化傾向はお

おむね一致した。この差は、測定環境の影響、車体模擬の

配置誤差、コイル定数のばらつき、および解析モデルにお

ける車体模擬構造の簡略化に起因すると考えられる。 

片側キャンセル方式では、一方の測定方向において漏洩

磁界が低減される一方で、もう一方の測定方向では低減量

が小さくなる傾向が確認された。これは、片側の隣接コイ

ルのみをキャンセルコイルとして使用する場合、送電コイ

ルを中心としたキャンセル磁界の分布が非対称となり、測

定方向に対するキャンセルコイルの相対位置によって磁界

の寄与が変化するためである。一方、両側キャンセル方式

では、送電コイルの両側に配置された隣接コイルを同時に

使用するため、片側キャンセル方式と比較して、代表測定

方位における漏洩磁界を同時に低減しやすいことが確認さ

れた。 

〈5･2〉実スケール 25 kW 換算値による評価  Fig. 10

に、1/3 スケール実測値を実スケール 25 kW相当値へ換算し

  

  

  

  

  

                                    
 
  
  
  
  
 
  
  
 
  
 
  
 
 
  
 
  

  

   

   

         

Fig. 8. Changes in the leakage magnetic field due to the 

cancellation voltage phase. 

 

(a) Dual-sided 

 

(b) Single-sided 

Fig. 9. Changes in the leakage magnetic field due to 

the cancellation voltage amplitude ratio. 

 

(a) Dual-sided 

 

(b) Single-sided 

Fig. 10. Evaluation based on a 25 kW equivalent 

value at actual scale. 



 

  

た漏洩磁界を示す。図中には、比較基準として規制値 68.4 

dBµA/m を示している。 

両側キャンセル方式では、キャンセル電圧振幅比𝛼𝐶𝑎𝑛の

特定の範囲において、𝜙 = 90°および𝜙 = 180°の両方で漏

洩磁界が規制値を下回った。特に、𝛼𝐶𝑎𝑛 = 2/15 ≈ 0.133の

条件では、車体模擬ありかつキャンセルなしの場合と比較

して、両方の測定方位において 10 dB 以上の低減が得られ

た。 

一方、片側キャンセル方式では、進行方向の一方側に対

応する測定条件において漏洩磁界が低減される場合でも、

反対側に対応する測定条件では低減効果が十分ではなかっ

た。そのため、片側キャンセル方式では、代表測定方位の

両方において同時に規制値を下回る条件は確認されなかっ

た。 

以上より、1/3スケール実験結果を実スケール 25 kW相当

値へ換算した場合においても、隣接送電コイルをキャンセ

ルコイルとして用いることで、実機条件における漏洩磁界

を低減できる可能性が示された。特に、両側キャンセル方

式は、片側キャンセル方式で課題となる測定方向による低

減効果の偏りを抑え、シミュレーションにより選定した代

表測定方位において漏洩磁界を同時に低減できることが確

認された。したがって、車体模擬を含む実験条件下におい

ても、両側キャンセル方式は片側キャンセル方式より有効

に遠方漏洩磁界を低減できることが示された。 

ただし、本実験は停止状態において、所望の振幅および

位相を持つキャンセル電圧を印加した場合の漏洩磁界低減

効果を評価したものである。そのため、走行中の DWPT に

本手法を適用するためには、EV の移動に伴って送電コイ

ルとキャンセルコイルの役割が切り替わる状況において

も、キャンセルコイルに対して所望のキャンセル電圧を制

御により適切に印加できることを検証する必要がある。 

6. 結論 

本論文では、DWPT における遠方漏洩磁界の低減を目的

として、隣接送電コイルをキャンセルコイルとして利用す

る手法を、送電コイルの両側に配置された隣接送電コイル

を用いる両側キャンセル方式へ拡張して検討した。Double-

LCC 補償回路を用いた構成において、片側キャンセル方式

と両側キャンセル方式を比較し、キャンセル電圧の振幅比

および位相が漏洩磁界に与える影響を評価した。 

シミュレーションでは、送電コイル周囲の全方位におけ

る最大漏洩磁界を評価し、両側キャンセル方式が片側キャ

ンセル方式よりも最大漏洩磁界の低減に有効であることを

確認した。また、キャンセル電圧を印加した場合でも、出

力電力は目標値である約 25 kW を維持した。 

さらに、車体模擬を含む 1/3 スケール実験を行い、キャ

ンセル電圧の位相および振幅比を変化させた場合の漏洩磁

界を測定した。その結果、適切なキャンセル電圧条件を設

定することで漏洩磁界を低減できることを実測により確認

した。実測値を実スケール 25 kW 相当値へ換算した結果、

両側キャンセル方式では代表測定方位の両方において漏洩

磁界を同時に低減でき、特定の条件では規制値である 68.4 

dBµA/m を下回ることを確認した。 

以上より、隣接送電コイルをキャンセルコイルとして用

いる手法は、追加の専用キャンセルコイルを用いずに

DWPT の遠方漏洩磁界を低減する手法として有効であるこ

とが示された。今後は、走行中の DWPT において、送電コ

イルとキャンセルコイルの役割が逐次切り替わる状況で

も、所望の振幅および位相を持つキャンセル電圧を制御に

より適切に印加できるかを検証する。 
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